




― 受講生の振り返りシ トーの分析から音声と文法に関する今後の指導を考える ―
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礎 A」とその S シートを取り上げる。本学では現
在、小学校外国語教育に関する科目として、選択科
目「児童英語基礎（前期）」「児童英語実践（後期）」
（いずれも 2 単位、2 年生以上を対象）をそれぞれ、










対象とした。2017 年度の受講生は 34 名（2 年生 27


















































と合わせて ([r], [l], [f],[v],[b], [s], [ʃ],[θ]）
の発音を解説・練習
3 4/24 【発音】[r],[l] （ストローを用いて [l] の練
習）
5 5/8 【発音】Seven Steps を用いて数の発音練習
【音変化】音の脱落、連結、同化
10 6/12 【発音】（what/what’s）([t],[ts]) の練習、











7 5/22 名詞の可算性・不可算性 （1）
（『Hi, friends! 1』　Lesson 4: I like apples.）
10 6/12 名詞の可算性・不可算性 （2）
（『Hi, friends! 1』　Lesson 5: I like circles.）
疑問代名詞と疑問形容詞 
（『Hi, friends! 1』 Lesson 5：What color do 
you like?）
13 7/3 名詞の可算性・不可算性 （3） 
（『Hi, friends! 1』　Lesson 4: 様々な果物の
数え方）











S シートには講義回数と同じ 15 回分の記入欄が
ある。合計 15 欄 ×34 名＝ 510 の欄のうち、抽選前
の履修者が確定していない時期および教育実習等に











































































D 児童への指導法への関心 11 12.7
E 模擬授業での気付き 7 8.1
F 声量・抑揚・発声法への気付き 6 6.9
G その他 1 1.1




















模擬授業後に「What 　＋名詞　 do you like?」の















いた。（ただし、9 名のうち 3 名は実際に模擬授業










「what fruit」と書いていても、模擬授業で [t] を産出
できず「whatʼs」になるケースがあった。その場合、
個別指導で活字で「what」を見せて発音してもらっ















回の S シートの記述件数は発表者 3 名分を除いて 6
件としても多く、記述内容からも文法だけの理由だ
けではない可能性を示唆しているように思われる。
/t/ には多くの異音があり、what の [t] は語末で、
口の形を作るだけで弱く発音し、破裂の音は抑えら
れる。後続の単語によって音も変わり、脱落、連結
が起こるケースもある。what animal, what color, 
what fruit, what sport, what time, what drink と練習を



















































































































は、 児 童 用 の 英 語 番 組「 え い ご で あ そ ぼ with 
Orton」（日本放送協会 2017 年 4 月 13 日）で放映さ
れていた音声指導工作―ハンガーを用いてライオン















る。例えば、singer や six, easy などの語の /si/ や /zi/
を、日本語の「し」や「じ」と同じように、/ʃi/ や
/dʒ/ と発音しないように注意する必要がある」（文
部科学省 , 2018a, p.84）。また、移行教材『We Can! 
1』にはアルファベット 26 文字の代表的な音素を学

















































































































音 記 号 の 読 み 方 の 指 導 の 実 施 率 は、 中 学 校 で
38.5％、高等学校で 54.2％であり、指導の有無は担















































5 − 2 − 1 で詳述した通り、「今まであまり意識
して使っていなかった」という記述があった。　






















代表的なものが、6 − 2 − 1．名詞の可算性・不可
算性にまつわるものである。まず、知識として知っ
ていても定着しづらいものに『Hi, friends! 1』 Lesson 
4: “I like apples.” のリンゴに複数形が用いられるこ
とがある。小学校外国語教育の書籍にも取り上げら
れ（湯川 , 2018, p.63）、多くの受講生が既に理解し
ている内容だが、発話時には定着していないことも
ある。また、Lesson 5 の英語表現 “What shape do 






さらには、『Hi, friends! 1』 Lesson 9: Listen 1 で児童
が聞き取るフルーツパフェ作りのやりとり “What 


































語教科書 6 社の計 24 冊（2005 年検定の第 1-3 学年及
び 2011 年検定の第 3 学年の教科書）を確認した（1）。
可算名詞の食品が加工されて不可算化している状況
を取り扱った教科書は『TOTAL ENGLISH Course 1』
（平成 17 年度検定）のにぎり寿司のタコ（p.21）、
『ONE WORLD English Course 2』 （平成 17 年度検定）
のパンプキンパイの調理中のカボチャ（p.51）、















は、『Hi, friends! 1』、『Hi, friends! 2』の児童が話す
言語材料で受講生が間違えやすい文法は主に 3 つ、
①名詞の可算性・不可算性② what （疑問代名詞と疑
問形容詞）　③疑問詞 what と which の区別 （疑問詞
which は正確には児童の言語材料ではないが、what
を用いた言語活動の作成時に what を用いたいあま






































































明がなされたのは、平成 27 年検定の『NEW 
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G その他 a （代表実演をして）発音よりもジェスチャーが伝わるかどうかを左右することが分かった。 1 1
